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村のようす

(51年5月1EI現桟〉

寸世帯数 1，449戸〈十 6)

人口 7.254人 (+13)
男 3，557人(+5) 
女 3，697入〈十 8)

面讃 46，62脱

抜
け
る
よ
う
な
骨
堂
、
さ
ん
さ

ん
と
斧
り
そ
そ
ぐ
日
の
え
、
頬
を

な
で
る
が
ぐ
わ
し
い
氏
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
鳴
る
い
の
が
え
月
、

移
動
怯
高
気
圧
と
低
気
庄
が
交

互
に
述
通
し
、
そ
の
た
び
に
天
気

が
変
っ
た
四
月
と
異
な
今
、
こ
の

頃
に
な
る
と
い
天
気
・
の
舟
期
性
も
頭

身
で
な
く
な
う
、
時
に
は
移
動
弦

高
気
圧
が
ゆ
っ
く
り
ゑ
迭
し
て
よ

い
天
気
の
日
が
続
き
ま
す
。

ニ
月
五
日
の
え
泰
の
母
が
ら
教

え
て
八
十
八
詩
自
に
当
る
日
を
八

十
八
衣
と
い
い
、
今
年
は
五
丹
ニ

目
。
絡
に
八
十
八
夜
の
別
れ
霜
な

ど
と
い
っ
て
、
こ
の

aを
地
ざ
れ

ば
霧
容
の
心
記
は
な
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
泉
北
込
方
て

は
ま
だ
安
心
で
ざ
ま
せ
ん
。

野
も
ム
も
、
日
一
日
と
銘
怖
を
増

し
て
、
い
よ
い
よ
初
夏
の
候
、
大

比
か
ら
は
新
し
い
生
命
が
競
を
出

し
て
い
ま
す
。
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円
滑
な
議
会
運
営
を

四
月
五
日
の
議
会
鱗
長
選
挙
後
初
の

議
会
に
お
い
て
、
不
詩
、
は
か
ら
ず
も

皆
様
方
の
ど
推
挙
に
よ
き
ま
し
て
、
村

議
会
議
長
の
饗
識
に
つ
〈

-hLt究
な
り

ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご

ざ
い
ま
す
。

私
は
も
と
よ
り
浅
学
葬
才
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ど
推
挙
を
受
け
ま
し
た
か

ら
に
は
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
夜
媛
と

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
で
、
村
政
の
進
撲

と
円
滑
な
議
会
連
世
間
の
た
め
に
、
誠
心

競
意
努
力
し
、
地
問
機
の
ご
期
待
誌
に
た

え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

我
が
村
に
お
き
ま
し
で
も
、
村
民
の

福
祉
増
進
、
産
業
の
援
興
な
ど
順
調
な

歩
み
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
昨
今

の
経
済
情
勢
は
ま
と
と
に
き
び
し
い
も

村

会

議

長

佐

久

.，，6.. 

厳

太

間

り
が
あ
り
、
社
会
全
般
に
さ
ま
ま
ま
な

影
饗
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
情
勢
の
や
で
、
地
方
自
治
祢
も
叫
財
政

の
硬
寵
化
に
と
も
な
い
、
事
業
わ
操
廷

べ
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ち
ま

す
。

と
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
自
治
体
の

役
割
が
大
き
く
求
め
ら
れ
る
も
の
と
患

い
ま
す
。
思
建
議
会
合
夜
命
も
重
大
で

る
こ
と
を
痛
感
し
、
村
誌
の
皆
さ
ん
の

戸
を
充
分
に
拝
聴
し
な
が
ら
2
議
会
運

営
に
あ
た
っ
て
行
く
党
告
で
島
り
ま
す

の
で
、
ど
う
か
皆
様
方
の
ご
指
導
と
七

鞭
謡
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
翻
い
申
し
ム

げ
ま
し
て
就
任
の
ど
‘
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

長
の
補
佐
役
と
し
て

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
ま
し
て
、
村
議
会
副
議
長
の
蹴
械
に

つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
身
に

余
る
光
栄
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

思
も
と
よ
り
浅
学
界
才
、
し
か
も
議

員
と
し
て
一
年
生
で
あ
れ
ソ
ま
す
が
、
ど

推
挙
を
受
け
ま
し
た
か
ら
に
は
、
議
長

村

議

会

部

長

佐

安

蔵

久

問

の
矯
佐
役
と
い
た
し
ま
し
て
、
村
政
わ

進
展
と
円
清
一
な
議
会
連
営
の
た
め
に
努

力
を
い
た
す
一
段
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ど

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡

単
で
法
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任
り
ど
あ
い

さ
ゆ
と
い
た
し
ま
す
。

第
二
沼
玉
泊
村
議
会
臨
時
金
が

四
月
五
日
、
改
選
後
は
じ
め
て
鍔

か
れ
、
議
長
、
部
議
長
の
漉
挙
、

議
席
の
決
定
、
常
任
委
員
長
及
び

委
員
の
選
任
、
石
苅
地
方
生
活
環

境
施
設
組
合
議
員
1

裳
賀
民
地
方

京
域
機
訪
組
合
議
員
、
議
会
選
出

の
畏
査
委
員
な
ど
を
慎
盤
に
審
議

し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
可
決
い

住焼

玉JlI村大字岩法寺
字道湯11

生久間安裁は 13.1え 1I 引説均Ziヒ須釜

! -f_.. 1 fl Q ');1 I ~;I I玉Jll村大字小高字
勝 i大 10.8.241 日 l錆誠37

ニi大江11.271 53 1玉山村大字小高字
! …iささ升蒔39

意 i大 11.10.131 531主主婦T岩法寺

昭 5. 2.13 I 461玉111村大学吉学上
I C>O，"， Iノ前54ノ2

選 i大 11.21  I 引説村大字JIl辺字

i つ I 28 I玉JII村大字蒜生字
男|昭 23.μ31 281栗木内41

I;;fn 1m ? 1 fl ')fl ーコミ-1玉JII村大学南須袋
小山田金徳 j昭 三 此2oI 4引字行人窓26

I -f_.. 1 fl につ今 Iに AI玉川村大学JlI辺字
男 j大 10.5.22 1 541舘73

一一玉111村大字竜崎学
経壁148

央 i大 12.12・281 521説i村大字中学大

-.大 291 50 I即時村大学中学後I ，"，v I待自19ノ4

I -f_.. 10 a 1ぇ I ~A! 玉JlI村大学小高学
夫 j大礼 9.151 541東耕地お

i 怜 Q 1 I ~9 IまJII村大字北裂鐙
次|大抵 9.11 521字典揖16

-7 今 「瓦i五JII村大学竜崎字之 i大 2.11. 1 I 62 I戦麗70ノ1

常任委員長・委員及び議席番号、

次

生年月言|年令

太 i大 13.5.18 I 51 

52 12. 6.30 大

治

盛

部

林

議
長
佐
久
間
倉
太
さ
ん

た
し
ま
し
た
。

。

議

長

佐

久

間

倉

太

O
副
議
長
佐
久
潤
安
蔵

。
五
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合

武針

宇

林

貞

官

国

叡

木

野

12 

鈴

野

崎

進

関
根
貞
夫

紫
野
林
次

。
須
賀
民
地
方
京
域
消
防
組
合
議

員

藤

罰

金

一

一

O
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
た

監

査

委

員

田

孝

意



たまかわ広報No. 1 1γ 

住みよい
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環境週間

環
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〈須鐙児賞館の屋外活動〉

私
た
ち
が
、
日
常
生
活
し
て
い

る
ま
わ
り
の
環
境
は
ど
う
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

加
は
よ
ご
れ
、
自
然
公
関
は
ご

み
が
い
っ
ぱ
い
、
道
路
に
は
自
動

車
が
は
ん
ら
ん
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
我
が
閣
で
は
、
昭
和

四
十
八
年
授
か
ら
「
世
界
環
境
デ

!
い
の
六
月
五

E
を
初
日
と
す
る

環
境
週
間
を
設
け
、
環
境
開
題
に

対
す
る
国
民
一
般
の
認
識
を
深
め

て
、
人
間
環
境
を
探
議
す
る
た
め

り
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
一
人
…
人
が
環

境
保
全
託
つ
い
て
認
識
を
新
た
に

し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し

て
、
子
孫
が
譲
康
で
住
み
よ
い
生

活
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

一
、
環
境
美
化

ω河
川
の
補
措
英
信

鉛
道
路
の
清
掛
葉
北

ゆ
衿
社
・
公
閤
・
観
光
地
等
の

議
揚
美
化

ω詑
い
っ
ば
い
運
動

二
、
車
高
の
点
検
整
備

ω始
業
点
検
、
定
期
点
検
整
備

の
励
行

自然に毅しむ子どもたち

一
町
一
、
企
鎌
内
環
境
美
化
及
び
自
主

点
検

∞
企
業
内
環
境
美
化
運
動
の
箆

関
館
公
害
訪
止
自
主
点
検

四
、
怠
怒
と
と
も
に

五
、(3)(お)(1) 
家探サオ
庭鳥イザ
で会グニル
のり γ
点 γ テ
検グ i

リ
ユ/
グ

& 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
草
剤
一

が
一
一
一
丹
一
一
一
十
一
呂
で
溝
了
に
な
ワ
…

ま
し
た
の
で
、
新
し
い
委
員
が
選
…

告
さ
れ
、
四
月
八
日
の
選
挙
管
理
…

委
員
会
で
坂
本
龍
一
さ
ん
が
委
員
一

発

民

選

ば

れ

ま

し

た

。

一

な
お
、
新
し
い
委
員
は
次
の
と
一

お

り

で

す

。

一

一
東
京
議
ヱ
株
式
会
社
〈
社
長
篠

…
原
一
一
ニ
)
で
は
、
工
場
排
水
の
浄

一
化
施
設
を
設
置
す
る
た
め
の
工
事

一
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

一
ほ
ど
完
成
し
、
鶴
見
一
一
十
日
に
竣

一
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

山
こ
の
施
設
は
、
一
ニ
千
五
百
万
円

一
を
か
け
た
も
の
で
、
凝
集
第
に
よ

一
っ
て
汚
水
C
汚
泥
を
沈
殿
さ
せ
、

一
上
水
を
急
速
ろ
過
装
躍
な
過
し
、

ωゴ
ミ
処
理
の
点
検

ω住
活
雑
排
水
の
点
検

ω高
麗
廃
棄
物
処
理
の
点
検

紛
農
薬
安
全
梗
用
む
点
検

紛
ア
メ
リ
カ
ジ
ロ
ヒ
ト
ロ
y

の
駆

議

選
管
委
員
長
は

坂
本
さ
ん

同
職
務

代
理
者

委

員

坂
本
建
一

ハ
小
高
〉

阿
部
一
房
吉

ハ
高
須
釜
〉

鈴

木

護

審

ハ
花
須
議
〉

中
宙
開
恐
議

ハ
川
辺
〉

q 

" 滋
来
上
っ
た
浄
化
撞
設

卒
先
し
て
浄
化
施
設

東

ム思

精

鰯

ヱ

さ
ら
に
活
性
炭
ろ
過
壌
を
逸
す
こ

と
に
よ
り
、
清
水
ハ
せ
い
す
い
〉

に
変
る
装
置
で
、
処
理
さ
れ
た
求

は
、
金
魚
も
飼
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。会

社
で
は
、
と
れ
を
穣
会
に
、

い
っ
そ
う
地
元
に
愛
さ
れ
、
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
企
業
を
め
ざ
し

た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
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消
防
団
春
季
検
閲
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恒
例
り
消
防
思
春
挙
検
箆
が
、

器
汚
ニ
十
玄
nH
泉
中
学
校
校
躍
に

お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

検
腿
は
、
思
議
掲
揚
、
殉
職
部

訪
毘
員
に
黙
と
う
を
さ
ふ
げ
た
あ

と
、
通
常
点
検
、
機
械
点
検
を
行

な
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
席
上
、
次
の
方
々
に

訪
火
援
良
家
庭
、
送
鞍
幹
部
、
一

般
協
力
者
と
し
て
表
彰
状
、
感
謝

表

彰

状

。
防
火
欝
良
家
庭

川

辺

熊

密

接

光

h
v

一
一
一
瓶
幾
夫
也

蒜

生

真

弓

忠

清

小

高

車

問

利

男

。

関

援

喜

義

中

曽

藤

武

雄

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

広報

桜 φ 中村迭で機接点検

中
岩
法
寺

竜

戯

間

関
須
釜

北
須
釜

也
向

山
小
墜

四

誌

A 

感

謝

状

。
退
職
分
団
長

川

辺

霧

生

小

高中
岩
法
寺

龍

埼
南
須
釜

北
須
釜

士
向

山
小
選

四

辻

遠

藤

議

男

大

竹

勝

義

岡

部

正

光

大

木

武

義

金

田

普

持

塩

訳

正

期

瀬

谷

ナ

ミ

矢

部

茂

政

石

諜

藤

男

大

和

田

正

瓶

栄

真

弓

忠

薄

石

井

正

登

遠

藤

潔

大

竹

勝

義

同

部

英

栄

真
野
自
照
雄

関

税

正

矢

部

茂

設

石

森

栄

吉

寝
間
野
一

O
一
般
協
力
者

四

註

犠

出

コ

ウ

昨
年
二
月
、

γ
サ
ス

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

結
果
を
見
て
み
る
と
、
去
mm
村

の
農
家
は
、
千
四
十
沼
戸
と
・
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
専
業

農
家
は
八
十
五
戸
で
、
業
業
農

家
が
九
荏
}
九
十
九
戸
と
な
っ
て

お
れ
ツ
、
さ
ら
に
兼
梁
農
家
の
内

訳
は
、
第
一
種
穀
業
農
家
が
四

百
四
一
戸
、
第
一
一
種
兼
業
盛
家
が

蕊
百
五
十
五
戸
と
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
を
五
年
誌
の
調
査
と
比

べ
て
み
ま
す
と
、
農
家
数
で
…
一
一

な
っ
て
お
り
、
一
時
多
か
っ
た
出

か
せ
ぜ
は
一
人
パ
:
セ
ン
ト
と
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
一
種
兼

業
農
家
で
は
、
常
勤
と
し
て
の
揚

あ
が
六
五
バ
l
セ
ジ
ト
と
さ
ら
に

多
く
な
り
、
寵
時
・
器
離
が
一
一

パ
l
セ
γ
ト
、
出
か
せ
ぎ
が
山
ハ
パ

ー
セ
ン
ト
と
少
な
く
、
そ
む
飽
の

自
営
的
兼
業
も
第
一
穂
兼
業
農
家

で
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
二
犠
兼
業

農
家
で
…
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
遣
が

出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
耕
地
部
積
は
聞
が
五
百

四
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
矯
が
五
一
段

と
し
て
多
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。百

万
円
以
上
の
農
家
の
数
は
、

百
万
円
か
ら
ニ
苦
万
円
来
講
の
農

家
、
一
一
一
苔
十
四
戸
、
一
一
一

O
パ
:
々

γ
ト
、
ニ
官
万
円
か
ら
一
一
一
百
万
円

の
農
家
、
百
六
戸
、
一
ハ
〉
バ

1
々

γ
ト
、
三
百
万
円
以
上
の
農
家
、

十
五
戸
、
一
バ
l
セ
Y
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
飯
苑
農
家
の
作
爵
拐
で

は
、
い
お
、
た
ば
こ
、
野
菜
、
議

専
業
農
家
は
八
十
五
戸

十
八
一
戸
、
専
業
農
家
で
吉
間
十

戸
が
減
号
、
兼
業
農
家
は
、
第

一
種
兼
業
農
家
が
ニ
百
四
戸
が

減
号
、
第
ニ
種
兼
業
農
家
は
一
一
一

百
六
一
円
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
て
も
、
襲
業
以
外

の
収
入
で
生
活
し
て
い
る
農
家

の
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
兼
業
わ
内
容
を
見

て
み
る
と
、
第
一
機
兼
業
農
家

で
は
、
常
勤
と
し
て
勤
め
て
い

る
も
の
が
四
五
パ
i
セ

γ
ト
と

ほ
ぼ
半
数
を
占
め
、
次
に
臨
時

・
5
震が一一一

O
パ
l
セ

γ
ト
と

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
機
爵
地
が
百
一
一

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま

す。
次
に
、
農
産
物
の
寂
売
金
額
別

の
農
家
数
で
は
、
全
く
農
産
物
を

販
売
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
自
家
用

金
産
農
家
が
百
四
十
戸
も
あ
り
、

全
農
家
の
ご
一
一
パ

1
セ
γ
ト
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
服
売
農
家
で
も

百
万
円
未
満
の
農
家
は
回
一
自
八
十

一
戸
、
四
六
パ

1
セ
γ
ト
と
な
っ
て

お
り
、
販
売
な
し
の
農
家
と
合
せ

る
と
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
規
模

の
き
わ
る
て
小
さ
い
農
家
が
以
前

践
の
膜
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
農
業
セ

Y
サ
ス
の
結
果
か

ら
一
部
主
な
も
の
を
書
き
ま
し
た

が
、
支
苅
村
の
農
業
も
態
営
農
用

地
開
発
事
業
の
潜
行
と
と
も
に
、

と
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
身
し
て

い
く
の
か
、
ま
た
畿
業
政
策
は
ど

う
な
る
の
か
、
世
界
的
に
食
器
問

題
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

き
だ
け
に
、
鶏
待
と
不
安
で
次
自

の
一
九
人

O
年
農
業
々

γ
サ
ス
の

結
果
を
見
た
い
と
患
い
ま
す
。

.，λi的/



たまかわ

公民館体育事業決まる

体育祭など

広報
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昭
和
五
十
一
年
度
玉
苅
村
公
民
館
主
権
体
育
事
業
計
回

業 名 開催丹時 関護会場

第7回村畏ソフトポ{ノレ大会 51年 6Jj 13E 泉玉)11中-小校校謹庭

第 12閉家 レーポール犬会 6月13箆 玉JlI一小校灘

第 10回村民登山会 8月 1日 梯 山

第 3 回役職員大親替会 9月5日 須釜小校鹿ソフトポーノレ

第 16田村民体育 10月10日 玉JII~小校庭

5 出柔会'Ij道大会 12Jj 19日 ま)11村体育館

第 2 田村民卓球大 52if. 3完上旬 玉JIl村体育館

玉JII村公民館では、 4月15自拡体育指導委員

会を開いて、 51年度の体青事業を次のとおり決

めました。

自由民参加できるものもありますりで、体力

づくりをされてはし、かがでしょうか。

野
鳥
と
友
達
に

な
ろ
う

A 

昨
年
の
安
達
太
良
資
山
の

一コマ

野
山
も
線
に
お
お
わ
れ
、
た
い

へ
ん
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

野
山
で
は
、
小
島
達
が
ま

A
h

れ

い
な
姿
い
、
「
美
し
い
鳴
戸
」
で

皆
さ
ん
を
む
か
え
て
く
れ
ま
す
。

小
鳥
遠
の
住
家
で
あ
る
野
山
へ

出
か
け
、
小
島
逮
と
遊
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

と
こ
ろ
で
、
小
島
の
仲
間
は
た

く
さ
ん
お
り
ま
す
が
、
そ
の
数
は

年
々
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
小

鳥
は
、
自
然
の
大
散
で
あ
る
害
虫

を
食
ベ
る
告
然
の
宝
で
す
。
「
ヤ

マ
ガ
ラ
い
を
鍔
に
と
る
と
、
夫
婦

と
ム
ハ
羽
の
と
ナ
で
、
年
間
六
十
ニ

万
五
千
四
も
の
害
虫
を
退
治
し
て

い
ま
す
。
お
金
に
す
る
と
、
約
七

十
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

と
く
に
、
五
月
、
六
月
は
小
鳥

の
繁
殖
期
で
す
。
擦
や
ヒ
ナ
託
手

を
出
し
た
り
、
っ
か
ま
え
た
り
し

な
い
で
、
自
然
の
宝
を
保
護
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

野
木
沢
・

母
畑
地
区

地
集
電
話
の
番
号
が

変
わ
り
ま
す

五
泊
地
域
の
電
話
設
鋳
拡
充
を

推
進
す
る
た
め
、
野
木
沢
・
母
畑

ハ
一
部
〉
地
広
の
地
域
集
団
電
話

の
電
器
番
号
が
次
の
と
お
り
変
わ

り
ま
す
。

。
変
更
時
期

五
見
ニ
十
七
日
ハ
木
〉

O
変
更
内
容

ニ
罵
六
千
接
合
か
ら
一

千
番
台
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
一
一

i
六
回
二
一
は

ニ
i
七
回
一
一
一
に
千
番
合
だ
け

が
変
わ
り
、
下
一
一
一
絡
は
そ
の
ま

ま
で
す
。

な
お
、
ニ

i
六
千
番
台
以
外
。

地
集
常
話
の
電
話
楼
号
泣
今
ま
で

ど
お
り
で
す
。

(
老
川
電
報
電
話
局
)

自
転
車
も

車
で
す



お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ハ
四
月
分
む
出
生
届
醤
か
ら
〉

ご
存
じ
で
す
か
〆

真弓さんら庭木を寄付

5 

保
険
料
免
除
の
手
続
さ
を

部

落
m
辺

A
7
 

A
7
 

中
。

岩
法
-
一
守

h
v
 

竜

時

甫

須

釜

北

援

護

山

小

屋

出

生

兎

長

名

器

谷

簿

、

実

m
埼

文

畿

野

崎

宏

、

之

小

針

千

窓

4

業

鈴

木

吉

"

喪

失

吹

勝

美

佐

久

間

か

お

り

小

林

和

ヂ

金

子

洋

入

金

久

間

・

正

務

関

議

長

説

渡

沼

勇

関

根

子

徳忠今正策資源精新代 幸寿設

務宏"I1f"
主

一房夫一雄官次助六吉 夫光名

係三 脅長長続
~ ~ ~ ~諸孫。採

男 孫女女柄

留
民
年
金
に
加
入
し
た
が
、
接
く
と
も
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
す
骨

験
料
を
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
こ
の
場
合
、
年
金
の
一
額
は
保
検

い
と
い
う
人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
料
を
納
め
た
人
よ
ち
少
な
く
な
り

国
民
年
金
も
社
会
保
険
制
度
で
ま
す
が
、
免
除
を
認
め
ら
れ
た
あ

す
か
ら
、
き
め
ら
れ
た
保
険
料
を
と
で
、
生
活
に
余
捺
が
で
き
て
き

総
め
て
い
ま
せ
ん
と
、
い
ざ
と
い
た
と
き
に
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

う
と
き
に
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
め
て
い
け
ば
、
年
金
が
-
一
広

場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
競
る
と
き
に
、
普
通
に
Y

納吐

め
ら
れ
な
い
も
の
は
設
方
が
な
い
同
じ
よ
う
に
取
法
わ
れ
命

と
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
う
い
う
人
の
た
め
に
保
験
料
の
の
手
続
き
な
ど
く
わ
し
ー

「
免
除
」
と
い
う
制
度
が
・
あ
り
ま
技
場
国
民
年
金
集
ま
で
ふ

す
o

s

わ
せ
く
4

だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
、
現
金
収

入
が
な
一く
な
っ
た
な
ど
と
い
う
人

.
J

了~一〓
γ

は
免
除
の
申
欝
手
緩
き
ゃ
}
し
て
下

'
u
b
r
h
S野
経
山
一

さ
い
。
免
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
と
ん
乙
山
崎
川
一
本
ー

そ

の

関

、

保

険

料

を

納

め

て

い

な

一

1

a

¥

い
た
も
の
で
す
。

長
年
か
わ
い
が
っ
て
こ
ら
れ
た

庭
木
を
あ
ち
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。松梅し
ゅ
ろ

も
み
じ

包
F

出
来
あ
が
っ
た
庭

殺
風
景
だ
っ
た
就
業
改
善
セ

γ

タ

l
誌
の
立
場
に
、
こ
の
ほ
ど
日

本
式
の
謹
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
践
は
、
農
石
と
庭
木
を
組

み
合
せ
た
も
の
で
、
庭
木
は
蒜
品
位
、
4

の
真
弓
普
次
さ
ん
を
は
じ
め
、
次

の
か
た
が
た
か
ら
ど
寄
弁
い
た
だ

英

真
弓
善
次

鈴
木
藤
重

小

訴

満

森

由

蔵

竜 JIIi諒
埼 辺 金

[
ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

昭和51年5完1毘

〈
四
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉

亮
亡
者
氏
名

矢

部

敏

佐

藤

義

感

佐

藤

奨

雄

鈴

木

サ

ト

大

野

コ

ウ

性

藤

保

土

ロ

麓

粥

ツ

ル

ヨ

部

務

川

辺

蒜

生
小

高中

南

須

議

関
投
新
国

年
令

ハM
W
〉

〈

m
m
)

ハm
M
〉

〈作〉
ハ税〉

ハ
位
〉

〈

mw〉

世

楼

主

名

続

柄

敏

彦

究
主

…

努

の

担

矢

主

ハ

ル

ノ

わ

央

準

央

母

土

問

孝

義

・

母

主
山
部
次
郎
の
叉

寓

作

定
額
貯
金
の

問、
ZEE-副
主
催

-ZZESE-冊

=zzE置
E・2柵晴樹園・2-EEE==2・重量量竃網棚==帽・・・量竃胃酬帽輔酬
3

・aa--躍

一

箱

根

け

杯

開

会

一

国

大

会

へ

一

溝

弁

一

杯

山

岡

山

高

く

桧

山

電

卒

益

う

く

れ

ば

各

紙

に

乾

き

あ

岡

山

じ

さ

い

の

花

川

一

道

廷

に

は

あ

と

さ

い

の

北

対

に

咲

き

裁

を

楽

し

…

郵

便

舟

で

は

、

昭

和

田

十

九

年

四

み

吾

ら

は

し

ゃ

げ

寺

山

九

月

二

十

三

自

以

前

に

預

入

さ

れ

…
ム
均
が
ま
だ
暗
け
れ
ば

3
3
f高
島

て

定

額

貯

金

鳴

患

が

認

に

な

即

け

の

え

酌

r

る
手
続
き
ハ
議
)
の
手
続
〉
を
取

一
朝
、
F
あ

く

れ

ば

冷

き

系

が

頬

に

ふ

れ

ま

だ

黒

々

畑

扱

っ

て

い

ま

す

。

し

箱

根

の

山

援

問

こ

の

取

扱

い

は

、

昭

和

五

十

ニ

田
耕
故
前
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
事
し
さ
は
聞
に
清
々
四
年
一
月
十
三
日
ま
で
で
す
の
で
、

川

し

あ

じ

さ

い

の

夜

一

定

だ

手

続

き

が

す

ん

で

い

な

い

方

W
2
=
a
s
-
-
5
3
E
g
g
-
5
E
5
5
2
2
5
2
・
Z
E
E
-
5
2
S
a
z
-
-
-
z
L
は
、
お
手
も
と
の
貯
金
証
書
の
務
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手
続
き
を
ど
う
ぞ

⑧ 

たまかお

入
年
月
百
台
お
確
め
の
う
え
、
郵

便
局
で
⑧
の
表
示
を
受
け
て
下

さ
い
。
手
続
き
は
、
貯
金
証
書
を

お
持
ち
い
た
だ
く
だ
け
で
簡
単
に

で
き
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
お
近
く
の

郵
便
局
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

ハ
川
辺
郵
便
局
〉

広報




